
第５７回 車 座 集 会

令和５年３月２６日（日） 午前１０時００分から

多摩区役所生田出張所

１ あいさつ

２ 自己紹介

３ テーマ説明・事例紹介

４ 意見交換

・愛護活動に係る課題解決に向けて

・より多くの人を巻き込むためのアイデアの実現に向けて

５ まとめ

― 公園緑地を支える区民協働の取組 ―



－ 公園緑地を⽀える区⺠協働の取組 －

第57回⾞座集会

１ 開会・自己紹介

本日のプログラム

２ テーマ説明・事例紹介

公園に係る区⺠協働の取組の現状・課題

事例紹介 師岡打越第３第公園愛護会の活動
事例紹介 NPO birthの取組

３ 意⾒交換（約80分）

４ まとめ

意⾒交換② 「より多くの⼈を巻き込むためのアイデアの実現に向けて」

意⾒交換① 「愛護活動に係る課題の解決に向けて」

５ 閉会・写真撮影 1

「公園緑地を⽀える区⺠協働の取組」の現状・課題

多摩区内で公園緑地愛護会・管理運営協議会が設置され、区⺠協働で管理
されている公園の割合は66.3%

令和4年3月末現在

（1）公園愛護団体の設⽴状況

多摩区は豊かな自然環境を有し、緑の各拠点において多様な取組が展開されてい
る⼀⽅で、⾝近な街区公園等では、⾼齢化や担い不⾜など協働による活動の持続性
を確保する上で課題も生じています。

2

(2) 公園愛護団体会員の年齢構成

「公園緑地を⽀える区⺠協働の取組」の現状・課題

(3) 公園愛護団体が活動する上での課題

本市の貴重な財産である市⺠と築いてきた「協働の取組」を次の世代へと引き継ぎ、更に
発展させていくため、協働の取組の持続性を確保することが喫緊の課題となっています。

令和3年度公園緑地愛護会・管理運営協議会アンケート結果

令和3年度公園緑地愛護会・管理運営協議会アンケート結果

「会員減少」、「負担偏り」が課題
と答えた割合は、いずれも42.5％で
市内で最も高くなっています。

会員の55％が70代以上で全市
平均より高くなっています。

3
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市の取組の方向性

持続的な管理運営を⽬指すために、より多くの市⺠に係わっていただき、新たな担い⼿を
増やす取組が必要になっているため、「市⺠等のしたい」が実現しやすく、「みんなが気持ちよく、
いきいき過ごせる公園」を目指します。

現状イメージ ⽬指すべき活動イメージ

管理者の「してほしい」を実現

花を植えて
ほしい

利⽤してほ
しい

清掃してほ
しい

草刈りをして
ほしい

公園等公園等

管理者

「市⺠等のしたい」を実現

花を
植えたい

きれいに
したい

学習したい

色々
育みたい

イベント
したい交流したい

緑を
守りたい

公園等公園等

管理者

市⺠等

「公園管理者」×「市⺠」によりみんなが気持ちよく、いきいき過ごせる公園へ

4

市の取組の方向性

5

市の取組の方向性

6

市の取組の方向性
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事例発表

公園と地域の特性を活かした
プログラムづくり

〜NPO birthの取組〜

8

意⾒交換① 「愛護活動に係る課題の解決に向けて」

(1) 愛護活動に係る課題について 〜参加者事前アンケート結果から〜

(2) 事例発表 「師岡打越第３第公園愛護会の取組」

(3) 意⾒交換

(1)(2)を踏まえ、「愛護活動に係る課題の解決に向けて」意⾒交換を⾏います。

・「会員の高齢化」（登⼾第１公園管理運営協議会）
・「若い世代の参加が少ない」（登⼾第１公園管理運営協議会）
・「人員確保」（東名堰第２公園管理運営協議会）
・「手が回らない」（三田第４公園愛護会）
・「持続可能な管理」（登⼾２号街区公園管理運営準備会）
・「多世代の関わる公園」（登⼾２号街区公園管理運営準備会）

9

意⾒交換① 「愛護活動に係る課題の解決に向けて」

師岡打越第３公園愛護会の取組

事例発表

10

意⾒交換① 「愛護活動に係る課題の解決に向けて」

「愛護活動に係る課題の解決に向けて」

意⾒交換①

11
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意⾒交換② 「より多くの⼈を巻き込んだ取組のアイデアの実現に向けて」

「より多くの⼈を巻き込んだ取組の
アイデアの実現に向けて」

意⾒交換②

12
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公園緑地を拠点とした
みどりのまちづくり

佐藤 留美
NPO法⼈ NPO birth 事務局⻑

2023年3⽉26日
第57回⾞座集会＠多摩区役所⽣⽥出張所

公園緑地を拠点として、パートナーシップによる
みどりのまちづくり活動を実践する事業型NPO
公園緑地の指定管理、エリア＆リソースマネジメント、
コミュニティ醸成、環境保全・教育、⼈材育成など

NPO法⼈NPO birth（バース）

since1997

みどりの中間⽀援組織 〜みどり×まちづくり〜

公園みどりの⼒を、まちづくりに活かす︕

©NPO birth©NPO birth

公園と地域の特性を活かしたプログラムづくり

公園特性

市⺠企画へ反映︕

公園づくりの方向性

公園と地域の
魅⼒が

引き出される

地域の事情に
即した

企画が実現︕

地域特性

©NPO birth

「公園からのまちづくり」の考え方
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公園特性

開 園 50 年 、
集会所が併設

遊具は⽼朽化、
暗い雰囲気

⾃治会で管理、
高齢化・・・

まわりに公園が
なく子ども多い

地域特性

多世代が交流する場
つくろう︕

【例えば・・A公園】

みんなで
公園の

お⼿⼊れ︕

地域に根差した
パン屋やカフェ

公園特性

大きな
原っぱ

園内にお店がない

子育て世代、一人暮
らし高齢者が多い

地域の人が出会える
カフェ空間をつくろう︕

【例えば・・B公園】

地域特性

週末パーク
カフェ実現︕

市内の大学がまち
づくり研究を推進

公園特性

あまり使わ
れていない

開放的な空間
ではある

小さな公園を楽しむ
社会実験をしてみよう︕

【例えば・・E公園】

地域特性

隣に農園があり、
保育園も近い

食と農を
テーマにプチ
イベント︕

子育て世代は
少なくなった

公園特性

使う人のな
い児童遊園

植栽も施設もくた
びれている

閑静な住宅街

お洒落なコミュニティガー
デンをみんなで創ろう︕

【例えば・・C公園】

地域特性

みんなが
集うホットな
すぽっとに︕
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公園特性

宅地開発時
の提供公園

住⺠の通り抜
け ル ー ト に
なっている

ガーデニングの
市⺠団体が近隣
で活動している

地域特性

【例えば・・D公園】

みんなが親しめる
個性ある公園にしよう︕

住宅が密集
している

公園まるごと
ハーブ

ガーデンに︕

⼩規模公園の利活⽤を推進（⻄東京市）

みんなで育てる小さな公園プロジェクト

⻄東京いこいの森公園及び周辺の市⽴公園（54公園）

みんなで育てる小さな公園プロジェクト
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みんなで育てる小さな公園プロジェクト

⻄東京市みどり公園課主催 「公園実態調査においての市⺠ワークショップ」

みんなで育てる小さな公園プロジェクト

⻄東京市公園調査プロジェクトー市⺠参加型の公園調査

１．大きな公園は個性を活かしたリニューアルをしよう

２．公園空白地区には新たな公園を設置しよう

３．⽼朽化した公園施設等はニーズに合った更新をしよう

４．市⺠や⺠間と協働して公園づくりを進めよう

５．小規模公園や緑地を魅⼒的に使いこなそう

６．財源の確保の⽅法を工夫しよう

「健康」応援都市における公園づくりの⽅針
「⻄東京市公園配置計画」より引⽤

みんなで育てる小さな公園プロジェクト

公園協議会の運営、
企画実現のサポート

パークコーディネーター(指定管理者）

みんなで育てる小さな公園プロジェクト

⼈も自然もまちも
元気になる
公園づくり︕
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師岡打越第三公園 愛護会活動記録

2023.3

1

師岡打越第三公園

・約５６８㎡

・丘の上の住宅街にある、
斜面を生かした遊具のある
街区公園。近年は周辺の保
育園の散歩ルートとしても
利用が多い。

・愛護会 メンバー
11世帯 約31人
大人 19人
子供 12人
15人くらいが毎回参加

公園概要

2

愛護会のあゆみ

① 1990 愛護会結成

② 2006 コミュニティ花壇の新設

・樹木が多く見通しが悪いことから、複数の樹木を伐採。
・愛護会の管理する花壇を新設。

2009 横浜市公園愛護会表彰「多様性の部」受賞

2014 2015 第二回・第三回港北オープンガーデン参加

3

愛護会のあゆみ

③ 2017 環境の変化とさまざまな課題

■周辺環境の変化

・近隣に新たな戸建てが増え、ファミリー層の新規住民も活動に参加するように。

■花壇手入れの難しさ
・花壇づくりから約10年が経過。徐々に笹やドクダミが生い茂り、芝桜が生育不良に。

1年草＋球根をメインとした花壇。春は華やかな一方、ほかの季節は少し淋しい印象雑草が勢力を増し、既存の草花が徐々に減少

4
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愛護会のあゆみ

④ 2020 愛護会 新体制へ

・設立時の愛護会メンバーから、30～50代中心の近隣ファミリーに愛護会役員をバトンタッチ。

・共働き世帯や、多忙な子育てファミリーが多く、従来のようなまめなメンテナンスは困難→ 公園花壇の再整備に着手
（コロナ自粛によって公園で過ごす時間増加したこともきっかけのひとつ）

3才から80代まで、約20人で再整備を実施 市内にお住まいのガーデナーさんにもご協力頂く

コロナの影響で行き場を失った苗およそ100株を譲り受ける。
宿根草・多年草を中心としたローメンテナンスな花壇に。

植物の特性にあわせて、花壇の植物を一部日陰に移植。

日々のメンテナンスが簡単で、四季折々の植物を楽しめる、
安全で、居心地の良い持続可能な公園を目指して。

5

公園花壇

春の花壇の様子：球根ミックス＋宿根草（グラス類）＋行政から支給の一年草

6

公園花壇

5月ごろの花壇の様子：元々植えてあったシラー＋宿根草（セージなど） 7

公園花壇

夏の花壇の様子：元々植えてあったツルバキア＋宿根草（ルドベキアなど） 8
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公園花壇

秋の花壇の様子：宿根草（セージ類＋グラスの穂が見頃） 9

公園花壇

早春の花壇の様子：元々植えてあったスイセン＋行政から支給の一年草

10

活動の様子

従来のメンバー＋新しく近隣に越してきた子育て世帯で和気あいあいと活動中

11

活動の様子

子どもたちもすっかり近所の皆さんと打ち解けました
12
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活動の様子

球根ミックスイベントは子どもたちにも大人気
13

活動の様子

球根ミックスイベントは子どもたちにも大人気

14

活動の様子

球根ミックスイベントは子どもたちにも大人気：今年は近所の保育園のイベントにも採用される
15

子育て世代が感じている愛護会活動のメリット

① 子どもたちと土に触れられる！家族の定番イベントになる

③ 街の景観をデザインできる！

② ローカルコミュニティ活性化！ご近所が楽しくなる

④ みんなで季節の変化を楽しめる！

16
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若い世代に上手く引き継いでいくためには

① 愛護会について知るきっかけづくり
活動に参加するきっかけづくり

② 負担は少なく 楽しみは大きく

・活動内容や楽しさの周知

・参加しやすいきっかけづくり

・参加者の負担が少ない仕組みづくり
（気が向いたときだけ参加でOK）

・企画者の負担も少ない仕組みづくり

・掃除、除草だけでなく「育てる」楽しみを

・みんなで楽しめるイベントの実施 17

ご静聴ありがとうございました

SNSで情報発信中です
ぜひご覧ください ▶

facebook instagram
18
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　塔の越里公園
　（南生田）

　登戸第１公園
　（登戸新町）

　登戸2号街区公園（予定地）
　（登戸）

　宿河原けやき公園
　（宿河原）

　宿河原公園
　（堰）

　堰堤公園
　（堰）

　東名堰公園
　（堰）

　東名堰第２公園
　（堰）

　三田第４公園
　（三田）
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登戸２号街区公園基本計画図（案） 令和５年３月２０日時点 

 

 

登戸２号街区公園予定地のクローバー広場 
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